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1. はじめに
微生物が生産するセルロースであるバクテリアセルロースは、網目構造を有しており、リグニン
やヘミセルロースを全く含まない純粋なセルロースである。さらに、優れた高弾性、高結晶性等の
物理的性質から、様々な工業、食品材事れの応用が期待されている 1) ，2)。
本報告は、超音波を用いた反応促進の応用の一例として、バクテリアセルロースの生産性向上
を目的としているが、今回はその第一段階とし、代表的なバクテリアセルロース生産菌である酢酸
菌 ( Acetc加cter sp. )を用いて至適培養条件(培地、 pH、添加物等)を調べた。
2. バクテリアセルロースの特性
セルロースは、椅子型の Eトグルコースがß1→4グルコ》ド結合した直鎖状の高分子である。
バクテリアセルロースの平均重合度は綿のセルロース鱗住とほぼ同じ笈削""57，∞程度である。
ミクロフィブリル同幅0.01""Û.1μm のリボン状であり、植物セルロースの直径の約 1∞分の l
以下と極めて細い。
3. 実験
3-1 菌株
工学献也田研修珪より供与された、乾鰯宇酸菌 (Acetol.沼cter 属)を使用した。
3-2 培地
本実験で使用した、前培養培地(乾備機菌を増殖させるもの)、継体培地(前培養培地で目
覚めた菌を成長させ、定期的に植え替えることで保存するためのもの)、生産培地(セルロース
を生産させるための培地)をTable 1 に示した。
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τàble 1 各種培地組成
培地成分 [w/vヲ6] 前培養培地 継体培地 生産培地
Gluo任記 2 5 
Sugar 5,10,20 
Yeast extract 0.5 
Ba.ctqlepton 0.5 
po甘peptl∞ 1 1 
開-I?04 0.3 0.3 
MgS04 ・刑ρ 0.05 0.05 
Caco3 0.02 0.02 
民党fex:回d 1 1 
NaJ-IP04 ・ 2Hρ 0.24 
αtricacld 0.096 
, 
3-3 実験方法
生産培地 (142.5mL)に継体培地を 7.5mL (2%) 加え、繍糧を 15伽L として 5仰nLビー
カを用い、好気性条件下、所定pH、3O'Cで所定時間静置培養した。 24時間毎にサンプリングし、
pH値、糖量を測定した。生成したセルロース膜
は、余分な培地脳士や菌体を除くために、 1%
NaOH水溶液で一昼夜除蛋白後、 1%必OH水
溶被で浸漬、水洗後蒸発皿で 1∞℃、24h乾燥
させ秤量した。バクテリアセルロースの培養の様
子をFigs. 1 ， 2 に示した。FJ.g.3 は秤量皿中の乾
樹麦の状態である。
Fig. 1 静置培養の様子
Fig. 2 1 %NaOH による除タンパク 日g.3 乾燥後のバクテリアセルロース
。。‘,
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4. 結果及び考察
4-1 炭素源の検討
炭素源を代表的なグルコース、スクロース、マルトース、フルクトースを選んで生産性を調べ
た。
各糖濃度を 5w/v%として、好気性条件下、 pH5 、3O'Cで 10 日間静置培養した。培養終了後、
バクテリアセルロース量、 pH を測定したところ、スクロースが最も良く、以後の炭素源はスクロ
ース、濃度は5w/v%で行った。その結果をTable2 に示す。
スクロースは実際には滅菌時に熱により一昔Eグルコースとフルクトースに分解するため、個々
の糖はグルコース C-test (グルコース)、 HPLC(スクロース、フルクトース)を用いて測定した。
Table2 バクテリアセルロースの生産における炭素源の影響
糖 濃度 [w/v"/oJ 最終 pH 収率防]
Gluoα妃 5 2.6 0.23 
Fructα記 5 3.6 0.5 
Galactαε 5 3.4 0.71 
加勉ltαョョ 5 4.3 0.58 
SUcrlα翌三 5 4.1 0.92 
(収率 [%J :初期糖量に対するバクテリアセルロース畳
4-2 初期 pH の影響
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F沼.4 初期 pH の影響
スクロース 5w/v%を炭素源と
してpH を 3""7 の範囲で、3O'C、
10 日間静置培養を行った。その
結果を FIg.4 に示す。
pH4の時が最も収率が高いた
め、初期pH を4 として以後の実
験を行った。
7 
4-3 添加物の影響
添加物としてフィチン酸、シュアーゴ、 Yeasteむ-act、フィチン酸カルシウムを加えて、 pH4、
3O'C、 10 日間静置培養した。培養終了後、バクテリアセルロース量と pH値を測定した。その結
果を Table3 に示した。無添加と比較してフィチン酸の添加によりバクテリアセルロース収量は二
倍を超えた。
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Table3 バクテリアセルロース生産における添加物の影響
蹴同調 濃度 [w/v"/oJ 最終 pH 収率 [%J
なし 3.2 0.96 
Shur-go 0.05 3.3 1.34 
Y田st白血ヨd O.印 3.3 0.96 
Calcium phyta白 0.05 3.3 1.14 
日lY目cadd 0.05 3.6 2.16 
(収率 [%J :初期糖量に対するバクテリアセルロース畠
4-4 フィチン酸濃度の影響
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Phytic acid conc. [w !v%] 
日g.5 フィチン酸濃度の影響
バクテリアセルロース生産における
フィチン酸濃度の影響をF唱.5 に
示した。添加量とともに生産量も増
大した。
なお、初期スクロース濃度を変え
て (5， 10, 20w /v%)、フィチン酸
(0.05w/v%) 添加の効果を調べた
ところ、糖濃度2Ow/v%が最も収
率が高いが、糖濃度ともに増加率は
減少した。
5. まとめ
本実験範囲において、バクテリアセルロースの生産性向上の至適条件は
-糖はスクロース(糖濃度2Ow/v%) ・初期 pH4 ・フィチン酸濃度 O.2w/v%
となった。しかしながら、多くの問愚点も明らかになった。それは、
-継体培養を繰り返している間に菌の活性が変化してしまう(低下傾向。
・サンプリング時、に表面に生成したセルロース膜を傷つけてしまい、生産性が低下する。
ことである。今後は、今回使用した酢酸菌より生産性の高い菌のスクリーニングと、セルロース膜
を壊さずにサンプリングするための実験法の改善か軍要となる。
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